
１０月 ２月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

14回 18回 180.0% Ａ 計画以上のペースで進捗している。 ○ 　

67.0% 69.5% 99.3% Ｂ 授業の工夫・改善が求められている。 ○

-0.13 -0.13 -2.0% Ｄ 数学と英語に課題がある。 ○

54.0% 49.0% 81.7% Ｂ 習熟度別指導の効果が上がっていない。 ○

40.0% 40.0% 57.1% Ｄ
音楽・美術・保健体育の交流のみに止まってい
る。 ○

44.0% 44.0% 73.3% Ｃ
言語技術の活用等による教師のパイロット役
の機能が十分に発揮されていない。 ○

60.0% 60.0% 100.0% Ａ
総合単元的な道徳学習のイメージが意識され
つつある。 ○

60.0% 49.0% 70.0% Ｃ 読書の習慣化が停滞している。 ○

64.0% 66.0% 73.3% Ｃ
家庭学習の時間が十分に確保されていない。
授業と家庭学習の接続に課題がある。 ○ 　

45.0% 53.5 76.4% Ｃ
積極的な生徒指導や教育相談的な生徒指導
が求められている。 ○ 　

72.0% 70.5 100.7% A 心に響く指導が求められている。 ○

76.0% 78.0% 111.4% Ａ
生活三訓については日常的な指導になってい
るが、十分とは言えない。 ○ 　

66.0% 69.0% 98.6% Ｂ 心に響く道徳授業が求められている。 ○ 　

1回 1回 50% Ｄ
道徳性発達検査の実施は予定を変更すること
にした。フェアネスマインドが絶版のため。 ○ 　

50.0% 50.0% 83.3% Ｂ
総合単元的な道徳学習における道徳の時間
の位置づけが意識されつつある。 ○

82.0% 83.5 139.2% Ａ
体験を道徳授業に生かすためには、体験に基
づく自作資料化が必要である。 ○

36.0% 42.0% 60.0% Ｃ
道徳授業に役割演技を導入することが望まれ
る。 ○

52.0% 52.0% 74.2% Ｃ
ペアトークやグループトーク、クラストークの場
を必ず゜設定するようにする。 ○ 　

69.0% 76.0% 95.0% B
生徒の部活動参加への意欲は旺盛であるが、
教師のかかわりが希薄になっている。 ○ 　

78.0% 74.0% 105.7% Ａ
部活動を通して体力や忍耐力を身につけ、絆
を深めることをさらに強化していく。 ○

84.0% 79.0% 87.8% Ｂ 三原市が設定した金のルール「早寝・早起き・朝ご
はん・読書・挨拶・靴揃え」の徹底を図りたい。 ○ 　

6.1ポイント 6.1ポイント 305.0% A
体育の時間や部活動を通して、体力強化に
いっそう努めたい。 ○ 　

5回 6回 120.0% Ａ 研究授業や生徒指導に係る小・中連携、キャリア教
育に係る中高連携を積極的に進めている。 ○ 　

4回 5回 125.0% Ａ 計画以上の進捗状況である。 ○

10.0% 20.0% 200.0% Ａ

総合的な学習の時間(１年生のミュージカル、２
年生の職場体験学習、３年生の進路実現学
習)や特別活動(トイレ掃除に学ぶ活動)を通し
て積極的に活用している。

○

2回 3回 150.0% Ａ 計画以上の進捗状況である。 ○

82回 111回 246.7% Ａ 計画以上の進捗状況である。 ○ 　

　

本年度の重点目標については◎印で示す。

学校名　　　三原市立第二中学校　　　　　　　　校番(84202)

【ミッション】「響き合う学校文化の創造―二中から日本全国へ―」
【ビジョン】「言葉の力と体験の力によって『確かな学力』を高める」
【キャッチコピー】「響き合っていますか、私たち」(校訓「響き合う二中っ子」の実現)

○食教育を推進することによっ
て、体力と学力の向上に結び付
けていく。部活動の充実にも力を
入れていく。

学校関係者評価

○目標値を数値化する
のは危険であるが、わか
りやすいものになってい
る。
○できるだけ外部の人た
ちに見ていただくのがよ
い。
○経年変化を見ていくと
よい。
○生徒アンケートのマイ
ナス志向が窺われる項
目(特にQ10「学校生活
は全体的に楽しい」,Q11
「自分のクラスは楽しく、
居心地のよいクラスであ
る」)については早急に対
応すべきである。
○子どもの教師への評
価が教師の姿である。
○基本的な生活習慣を
しっかりつけることが大
切である。

○多忙な教職員に部活
動の指導もしっかりとい
うのは大変であるが、頑
張ってほしい。
○毎日朝ごはんを食べ
る習慣をつけることが重
要である。

ｌ 評価
ｉ

達成度
ｍ

コメント

改善方策

○ミュージカルに期待し
ている。
○地域との連携もしっか
り進めてほしい。
○学校からの情報発信
が積極的に行われてい
るのは望ましいことであ
る。

徳
育

(地域に信頼される学
校づくり―広報活動の
充実)
◎家庭・地域との連携
○学校からの積極的な
発信
○説明責任の貫徹

(豊かな心)
◎道徳性・感性・社会
性・コミュニケーション
能力・人間関係能力の
育成
◎教育相談の充実
◎道徳教育の充実
 ・体験の言語化
 ・体験の経験化
◎生徒指導の充実
○キャリア教育の推進
◎表現教育の充実

(たくましい体力と健康)
○意欲・気力・体力の
鍛錬
◎耐性の育成

◎部活動の充実―切
磋琢磨
○食教育の推進
・朝食を大切にする啓
発

◎小中高大連携の推
進
○授業公開(年間3回)
○研究公開―地域公
開11/5
◎地域人材の活用
◎学校関係者評価の
充実
◎学校だより及びホー
ムページの充実

◎「先生は生徒に熱心に指導してくれる」の評価70%以上

○叱ったり罰を与えたりするだけ
でなく、問題行動を未然に防止す
ることを大切にすることからも、心
に響く積極的な生徒指導を推進
していく。具体的には、道徳を要
とし、教科や総合的な学習の時
間、特別活動との有機的な関連
を図る「総合単元的な道徳学習」
をいっそう中身の濃いものにして
いく。その手段として、言葉の力
(言語活動の充実)や体験の力
(ミュージカル、全校合唱、職場体
験学習、進路実現学習)によっ
て、道徳教育の充実、相互作用
(対話)の成立、キャリア教育の充
実、学びの共同体づくり、活用能
力(思考力・判断力・表現力)の充
実を図る。
○道徳の授業力を上げる。ー心
に響く道徳の授業の工夫・改善
を推進する。

情
報
発
信

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

知・徳・体のバランスのとれた人間力の向上

評価計画

ａ　学校教育目標

ｅ　目標達成のための方策　　ｆ　評価項目・指標　　ｇ目標値ｄ　短期経営目標
ｋ

結果と課題の分析
c　中期経営目標

(確かな学力)
◎知識・技能の「習得」
「活用」「探究」の教育
の推進
○ＰＩＳＡ型読解力―論
理力(論理的読解力・
論理的思考力・論理的
判断力・論理的表現
力)の育成
○わかる授業の創造
◎言語活動の充実
○各教科等横断的・総
合的な学習の展開

◎全国学力調査・基礎基本定着状況調査・標準学力調査結果の全国平均(県平均)比各5
ポイントアップ

○校内研修会(年間10回)の100%実施

◎個と集団への積極
的な生徒指導の推進
◎生活三訓(挨拶・時
間厳守・整理整頓)の
徹底
○総合単元的な道徳
学習の充実
礼儀・感謝・思いやりの
心・友情・人格の尊重・
広い心・生命の尊重・
集団生活の向上・郷土
愛・伝統文化の継承―
規範意識の育成
◎表現力(音声言語表
現・文字言語表現・身
体言語表現)の育成
◎相互作用の充実―
「学び」の共同体

体
育

知
育

○今後もいっそう小中連携(学力
向上、生徒指導)、中高連携(キャ
リア教育)、中大連携(健康教育ー
歯の衛生、教育実習)を推進して
いく。
○学校評価の充実を図り、学校
力の向上を図る。
○学校からの情報発信を積極的
に行い、説明責任を果たす。

◎各教科，道徳，総合的な学習の時間，特別活動，選択での地域人材の活用前年度比
10%以上の増

◎学校関係者評価委員会(年間2回)の100%実施

◎授業研究の推進―
授業力の向上
・言語技術の活用―各
教科等
・校内研修(研究協議)
の充実
○指導目標・達成目標
の明確化と個への対
応―特別支援教育の
充実
◎相互作用の充実―
「学び」の共同体
○総合単元的な道徳
学習の充実
○総合的な学習の時
間と各教科等との接続
○読書活動の充実
◎家庭学習の習慣化

◎「二中は生活三訓を徹底している」の評価70%以上

◎学校だよりの発刊回数15以上，ホームページの更新回数30以上

○道徳性発達検査(年間2回)の100%実施

平成２１年度　　学校評価表 （　中間　 ・ 　最終　）

○目標値を数値化する
のは危険であるが、わか
りやすいものになってい
る。
○できるだけ外部の人た
ちに見ていただくのがよ
い。
○経年変化を見ていくと
よい。
○プロ意識をもって対応
すべきである。
○学力の向上には、指
導者の授業力の向上が
求められる。ー授業の工
夫・改善及び学習規律
や学習意欲の高揚が求
められる。
○家庭学習の習慣をつ
けることが望まれる。

自己評価

ｊ
評価

◎授業満足度70%以上

◎宿題の充実―課された宿題の提出90%以上

◎各教科等での「言語技術」の活用による相互作用(対話「聞く・答える・問い返す」)の満足
度60%以上

n
改善方策

○今年度の全国学力調査・基礎基
本定着状況調査結果は全国平均比
-0.1ポイントであった。同調査は来年
度から悉皆制から３割抽出制に移行
するが、三原市は引き続いて全校を
対象に同調査に参画することを明ら
かにしているので、今後も比較が可
能である。三原市教育委員会主催の
標準学力調査は、各学年各教科を
トータルして、全国平均を2.5ポイント
上回っている。広島県教育委員会主
催の基礎基本の定着状況調査は県
平均比-2.4ポイントであった。これら
の諸調査において、全国平均や県平
均を超えるようにする。そのための
改善策として、授業改善や学力向上
のためのドリルタイム(「探究」の時
間)の設定、宿題の充実に努める。
○授業と家庭学習(宿題)の接続によ
る学力の向上と学習意欲の高揚を
推進する。そのための方策としては、
生徒の自主勉強に任せるのではな
く、各教科担当者が責任をもって宿
題を与え、やりきらせるようにする。
○特別支援学級と普通学級の交流
を適切に推進していく。

◎道徳の授業での道徳的葛藤に係る相互作用の満足度70%以上

○「道徳」を要としたと各教科，総合的な学習の時間，特別活動との有機的な関連の満足
度60%以上

◎体験を「道徳」に生かすことへの満足度60%以上

◎道徳の授業での役割演技等の表現活動の満足度70%以上

◎部活動への積極的参加の評価(満足度)80%以上

◎部活動を通して得た意欲・気力・体力・耐性の評価70%以上

◎小中高大との授業等交流(年間5回)の100%実施

○授業公開(年間3回以上)及び研究公開(年間1回)の100%実施

○新体力テスト結果の前年度比各2ポイントアップ

○「毎日朝ごはんを食べる」の評価90%以上

◎道徳の授業の満足度70%以上

○補充的・発展的な学習の満足度60%以上

○特別支援学級と普通学級の交流の満足度70%以上

○「道徳」を要としたと各教科，総合的な学習の時間，特別活動との有機的な関連の満足
度60%以上

○毎月2冊以上の読書の実行70%以上

◎「先生は生徒の話をよく聞いてくれる」の評価70%以上

【ｊ：自己評価　評価】
Ａ：１００≦（目標達成）　　　 B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価　評価】
イ：自己評価は適正である。　ロ：自己評価は適正でない。 ハ：分からない。

別紙様式


